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『天理教事典 第三版』刊行を言
こ と ほ

祝ぐ

この度、おやさと研究所としては念願
の『天理教事典 第三版』を刊行させてい
ただく事になった。ご承知のように、『天
理教事典』の編纂・刊行は昭和 52年、中
山正善 2代真柱 10年祭の記念出版に始ま
る。それは立教 140 年であるから今から
40 年も前の事になる。当時、教内として
は待望久しい取り組みであったと聞いて
いる。同「序文」には、世界各地への布
教伝道が進む中でも「その真の姿と全容
は、未だそれほどよく知られているわけ
ではない」、その一因として「一般の人々
にわかり難い天理教独自の用語を、平易
に解説する書物が乏しかったこと、ある
いは教団の組織ならびに活動全般につい
ての、体系的な紹介があまりなされなかっ
たこと」を挙げているが、本教が事典を
持つ意義を簡明に述べている。
ところで、この刊行に対して日本宗教

学会の会長を務めた柳川啓一氏（東京大
学名誉教授）は「宗教教団としては短い、
立教以来一四〇年の歴史のなかで、こう
した自らを客観的に振り返る仕事ができ
上がったことは、天理教にとっての一つ
の節になり、教団の成熟度を示す目盛と
なるであろう。……この事典において、
文章として外側に表現されたということ
によって、時には苦痛をも伴う『自己省察』
（自らをかえりみる）の機会を持ったこと
であり、それは飛躍する補助台となるに
違いない」と書評に誌された（『天地』昭
和 53 年 6 月号・天理教道友社）。柳川啓
一氏は昭和 48年に日本で初めての本格的
な『宗教学辞典』（東京大学出版会）を編
纂された事を考え合わせると真に含蓄あ
る言葉と受け止める事ができよう。
こうして始まった『天理教事典』の編

纂は、その後、平成元年には『教会史篇』
が、平成 9年には『改訂版』が 2代真柱
30 年祭を迎えるに際し刊行された。そし
て今回、2代真柱 50 年祭に向けた取り組

みとして 20年ぶりの全面大改訂を行った
ものである。研究所としては平成 26年頃
から本格的な編纂作業に取り組み、刊行
まで約 4年の時間を費やした事になる。
前の改訂版も初版同様、教内外の多く

の方々に活用をいただき、天理教と社会の
意思疎通の大切な媒体として大きな役割を
果たしてきたが、早くも 20 年の歳月が経
過し、収録した見出し項目やその記載内容
も追加、追記の要に迫られる事となった。
天理教団としても、この 20 年の中で様々
な出来事があった。教祖の年祭も 120 年、
130 年と 2 度の年祭を勤めた。真柱の理
も現、中山善司真柱が継承されている。『天
理教事典』は天理教の全容ならびに教えの
真髄を、広く一般の人々にも理解してもら
いたいという趣旨で取り組まれた経緯を考
えると、今回の第三版刊行は真に意義ある
事と考えている。
申すまでもなく、事典の編纂は収録項

目の選定に始まる。今回も所内で幾度も
時間を掛け検討を重ねたが、その言葉、
項目の意味するところを何よりも限られ
た文字数で、しかも過不足なく誤りなく
表現しなければならない。これは至難の
業であると申しても過言ではない。これ
が研究所に事典編纂作業を委ねられた所
以であるとあらためて受け止めている。
事典の活用は色々にあると思うが、「引
く事典」のみではなく、是非「読む事
典」としても活用を願いたい。私も編集
作業の中で幾度も原稿を精読したがその
度、どの項目をとってもその深遠な意味
内容が実に簡潔に丁寧に、そして何より
も分かり易く書かれている事に感激、そ
れは至福の時間となった。何よりも研究
所員は手にして下さる読者の皆さんの立
場に立って今回の改訂作業に取り組んで
下さった。これが何よりも私の誇りとす
る処である。皆さんの味読を心からお願
いしたい。

出張報告（堀内みどり）／第２回東アジア
宗教研究フォーラム報告（金子昭）／新刊
紹介（『天理教事典 第三版』）／平成 30 年
度公開教学講座


